
　治水工事に伴い解体される石見川本駅下りホームとモーターカー庫。3月29日（日）、
多くの別れを惜しむ声があふれ、想いが寄せ書きに刻まれました。
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医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

社
会
医
療
法
人
仁
寿
会
・
加
藤
病
院
に
よ

る
「
地
域
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
わ
も
と
施
設
群
」
の
新
築
移
転
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
２
月
17
日
に
施
工
業
者
か
ら

建
物
の
引
き
渡
し
を
受
け
、
４
月
22
日
に
竣

工
式
、
５
月
１
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の

予
定
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
施
設
群
の
整

備
を
契
機
と
し
て
、
地
域
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る

よ
う
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
図
り
ま
す
。

治
水
対
策

「
瀬
尻
・
久
料
谷
」
地
区
で
は
、
国
事
業
と

し
て
、
現
在
、
護
岸
工
事
及
び
久
料
谷
川
付

替
え
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

事
業
が
進
捗
す
る
よ
う
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

「
谷
」
地
区
で
は
、
国
事
業
と
し
て
、
引
き

続
き
、
用
地
等
購
入
・
補
償
物
件
調
査
、
嵩

上
げ
に
必
要
と
な
る
土
砂
の
運
搬
路
の
整
備

が
行
わ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

県
事
業
と
し
て
は
、
先
行
整
備
エ
リ
ア
を

中
心
に
、
用
地
等
購
入
や
物
件
補
償
、
造
成

及
び
橋
梁
下
部
工
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
要
望

し
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
川
本
堤
防
の
完
成
堤
防
化
に
向

け
て
、
今
後
も
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
働
き

か
け
る
と
と
も
に
、
早
期
に
工
事
が
一
部
着
手

さ
れ
る
よ
う
、国
に
対
し
て
強
く
要
望
し
ま
す
。

女
子
野
球
で
繋
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

昨
年
４
月
に
始
動
し
た
、
女
子
硬
式
野
球

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
島
根
フ
ィ
ル
テ
ィ
ー
ズ
」

は
、「
中
国
・
四
国
ル
ビ
ー
リ
ー
グ
」
２
部

で
の
優
勝
や
、
全
国
ク
ラ
ブ
選
手
権
で
の
上

位
進
出
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
競
技
面
で

の
更
な
る
飛
躍
と
と
も
に
、
町
の
認
知
度
向

上
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
一
方
で
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
員
と

し
て
の
、
任
期
終
了
後
を
見
据
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

対
応
す
る
た
め
、
２
月
18
日
に
、
厚
生
労

働
省
島
根
労
働
局
と
の
間
で
締
結
し
た
雇
用

対
策
協
定
に
基
づ
い
て
、
来
年
度
は
、「
女
性

ア
ス
リ
ー
ト
の
正
規
雇
用
化
や
セ
カ
ン
ド
キ
ャ

リ
ア
支
援
」
に
向
け
た
、
新
た
な
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
通

じ
た
、「
島
根
フ
ィ
ル
テ
ィ
ー
ズ
」
へ
の
応

援
の
機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
作
成
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画
も
活
用
し
、
今

後
も
、
町
の
取
組
へ
の
共
感
を
広
く
呼
び
か

け
、
本
町
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
地
域
創
生

へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

各
種
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
シ
ス
テ
ム
を
効
果

的
に
活
用
し
、
庁
内
業
務
の
見
直
し
と
効
率

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
職
員
の
デ
ジ
タ
ル

対
応
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

な
ど
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

当
初
予
算
の
概
要

治
水
対
策
や「
第
６
次
川
本
町
総
合
計
画
」

に
基
づ
く
、
持
続
可
能
な
税
源
涵
養
に
資
す

る
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
引
き
続
き
取
り

組
む
べ
き
事
業
、「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
」

に
基
づ
く
施
策
、「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
に
基
づ
く
、
長
寿
命
化
事
業
等
を
重

点
的
に
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

当
初
予
算
額
は
、
59
億
９
，４
０
７
万
１
千

円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

４
億
１
，４
７
２
万
１
千
円
、
７.

４
％
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
第
６
次
川
本
町
総
合
計
画
」
に
基

づ
く
、
主
要
施
策
（
抜
粋
）

「
住
み
慣
れ
た
地
域
の
暮
ら
し
が
持

続
す
る
ま
ち
」

▼
地
域
公
共
交
通
の
充
実

社
会
医
療
法
人
仁
寿
会
・
加
藤
病
院
の
新

築
移
転
が
、
４
月
に
完
了
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
バ
ス
運
行
ル
ー
ト
が

変
更
さ
れ
、
停
留
所
が
新
設
さ
れ
る
予
定
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
三
原
線
の
デ
マ
ン
ド
乗
合

タ
ク
シ
ー
に
よ
る
実
証
運
行
を
行
い
、
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
効
率
的
な
地
域
公
共
交
通
体
系

の
構
築
に
向
け
、
検
討
す
る
。

▼
移
住
・
交
流
の
推
進

一
般
社
団
法
人
「
か
わ
も
と
暮
ら
し
」
と
一

層
連
携
し
、
関
係
・
滞
在
・
定
住
人
口
の
増

加
に
向
け
、戦
略
的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
む
。

▼
住
環
境
の
整
備

三
原
地
区
に
お
い
て
、
定
住
促
進
住
宅
の

整
備
に
向
け
て
、来
年
度
は
、未
利
用
と
な
っ

て
い
る
旧
北
公
民
館
を
解
体
し
た
う
え
で
予

定
地
と
し
、
令
和
９
年
度
に
建
設
す
る
。

▼
地
域
福
祉

今
年
度
新
た
に
任
命
さ
れ
た
10
名
を
含

む
、
民
生
児
童
委
員
22
名
の
皆
様
に
よ
る
活

動
を
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
一
層
連
携
し
、

支
援
す
る
。

▼
障
が
い
福
祉

「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
３
期
障
が

い
児
福
祉
計
画
」
が
、
３
年
間
の
現
行
計
画

の
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
次
期
計

画
を
策
定
す
る
。

▼
国
民
健
康
保
険

医
療
費
適
正
化
に
向
け
て
、
人
間
ド
ッ
ク

受
診
費
用
の
助
成
や
各
種
健
診
内
容
の
充
実

等
に
よ
り
、
受
診
率
の
向
上
を
目
指
す
と
と

も
に
、
未
受
診
の
方
に
は
受
診
勧
奨
を
行
う

こ
と
で
、
疾
病
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
。

▼
高
齢
者
福
祉

今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
補
聴

器
購
入
助
成
事
業
を
周
知
し
、「
聞
こ
え
」

に
対
す
る
支
援
に
取
り
組
む
。

▼
子
育
て
支
援

来
年
度
か
ら
、
保
護
者
の
就
労
状
況
に
関

わ
ら
ず
、
生
後
６
か
月
か
ら
３
歳
未
満
の
未

就
園
児
が
、
毎
月
一
定
時
間
ま
で
保
育
施
設

等
に
通
園
で
き
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
、
運

用
開
始
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。

「
暮
ら
し
を
支
え
る
生
業
、
地
域
資
源

を
活
か
し
た
産
業
が
根
付
く
ま
ち
」

▼
農
業
と
農
村
の
振
興

Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
と
連
携
し
、

導
入
か
ら
30
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
顕
著

な
、
町
穀
類
乾
燥
調
製
施
設
「
川
本
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
」の
籾
摺
調
整
装
置
を
更
新
す
る
。

▼
担
い
手
の
確
保

今
年
度
、
県
農
林
大
学
校
に
入
学
し
た
、

エ
ゴ
マ
を
中
心
と
し
た
就
農
希
望
者
に
対
し

て
、
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
県
央

事
務
所
や
Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
と
連

携
し
な
が
ら
、
就
農
後
の
経
営
の
安
定
化
を

支
援
す
る
。

▼
特
産
品
の
振
興

エ
ゴ
マ
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
の
高
齢
化

や
天
候
、
鳥
被
害
の
影
響
に
よ
り
、
面
積
及

び
収
量
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
産

者
、
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
県
央

事
務
所
等
と
連
携
を
図
り
、
新
た
な
生
産
者

を
確
保
す
る
。

▼
有
害
鳥
獣
対
策

全
国
的
に
被
害
が
増
大
し
て
い
る
ク
マ
対

策
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
も
と

に
、
放
任
果
樹
の
伐
採
に
対
す
る
支
援
等
を

検
討
し
、
住
居
集
合
地
域
で
の
猟
銃
使
用
を

可
能
と
す
る
、
緊
急
銃
猟
制
度
の
体
制
を
構

築
す
る
。

▼
畜
産
の
振
興

飼
料
価
格
な
ど
は
高
止
ま
り
が
続
き
、
畜

産
農
家
の
経
営
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
繁
殖
雌
牛
の
更
新
、
予
防
接
種
及
び

飼
料
購
入
に
対
し
て
、
支
援
す
る
。

▼
林
業
の
振
興

伐
採
や
搬
出
作
業
の
講
習
会
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
就
労
者
が
必
要
と
す
る
装
備
品

を
購
入
す
る
際
の
林
業
事
業
体
へ
の
補
助

や
、
就
労
し
た
方
々
へ
の
支
援
を
通
じ
て
、

担
い
手
を
確
保
す
る
。

▼
交
流
施
設
等
の
運
営

来
年
度
か
ら
の
新
た
な
指
定
管
理
期
間
の

開
始
に
合
わ
せ
、
施
設
間
の
相
互
連
携
や
新

た
な
活
用
方
法
の
提
案
な
ど
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
施
設
の
魅
力
を
高
め
、
利
用
者
の

拡
大
に
努
め
る
。

▼
商
工
業
の
振
興

新
た
な
企
業
誘
致
に
つ
な
が
る
支
援
制
度

を
創
設
し
、
若
年
層
や
女
性
の
定
着
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

▼
商
業
活
性
化
支
援

今
年
度
実
施
し
た
、
宿
泊
業
立
地
の
可
能

性
を
探
る
調
査
に
基
づ
き
、
今
後
、
開
業
を

検
討
さ
れ
る
方
に
向
け
た
支
援
制
度
を
創
設

　
令
和
８
年
度　
町
長
施
政
方
針（
令
和
８
年
第
１
回
川
本
町
議
会
定
例
会
よ
り
）
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す
る
と
と
も
に
、
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

▼
観
光
の
振
興

邑
智
郡
や
広
島
広
域
都
市
圏
内
の
各
市
町

と
の
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、

観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
情
報
発
信
な
ど
を

行
う
こ
と
で
、
誘
客
を
促
進
す
る
。

▼
誘
致
企
業
と
の
連
携

株
式
会
社
三
協
か
ら
毎
年
寄
贈
い
た
だ
い

て
い
る
、河
津
桜
を
活
用
す
る
公
園
整
備
は
、

夏
頃
の
完
成
を
目
指
し
進
め
て
お
り
、
完
成

後
は
、
地
域
の
皆
様
や
関
係
者
の
方
々
と
、

開
園
を
祝
う
催
し
を
予
定
し
て
い
る
。

▼
雇
用
対
策

今
後
も
、
県
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し

て
、
求
職
者
や
高
校
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機

会
を
創
出
し
、
事
業
者
が
必
要
と
す
る
人
材

確
保
を
支
援
す
る
。

「
子
ど
も
達
の
夢
を
育
み
、
挑
戦
す

る
人
材
が
育
つ
ま
ち
」

▼
学
校
教
育

個
に
応
じ
た
学
び
を
支
え
る
取
組
と
し

て
、「
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
」
の
活
用
を
進
め
る
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

「
学
校
運
営
協
議
会
」
に
よ
る
取
組
を
充
実

さ
せ
、
一
体
と
な
っ
て
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
る
。

▼
学
校
建
設
検
討
委
員
会

本
町
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
教
育
環
境
の

実
現
に
向
け
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
学
校
施

設
の
建
替
え
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
今

後
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
と
し
て
ま
と
め

る
予
定
。

▼
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
や
感
覚
と
と
も
に
、

英
語
力
や
情
報
活
用
力
を
併
せ
持
つ
、
次
世

代
の
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
国
際
化
対
応

力
強
化
事
業
を
創
設
し
、
若
年
期
か
ら
海
外

に
触
れ
る
、
新
た
な
機
会
が
も
て
る
仕
組
み

づ
く
り
を
検
討
す
る
。

▼
学
校
給
食
費
の
無
償
化

米
や
そ
の
他
の
食
材
の
価
格
変
動
に
も
柔

軟
に
対
応
し
、
安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
の

質
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
。

▼
ふ
る
さ
と
人
づ
く
り
事
業

県
と
も
連
携
し
な
が
ら
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、「
一
般
社
団
法
人

asolab

（
あ
そ
ラ
ボ
）」
と
連
携
し
、
多
世

代
と
交
流
し
な
が
ら
、
自
己
表
現
や
学
び
を

実
践
で
き
る
機
会
の
充
実
に
向
け
て
、
取
り

組
む
。

▼
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進

学
校
や
公
民
館
活
動
等
に
お
け
る
研
修
機

会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
事
業
所
や
民

間
団
体
に
も
働
き
か
け
、
啓
発
活
動
を
推
進

す
る
。

▼
読
書
活
動
の
推
進

読
書
機
会
の
拡
充
と
環
境
整
備
、さ
ら
に
、

子
ど
も
の
読
書
を
支
え
る
人
材
育
成
を
柱
と

し
て
、
取
り
組
む
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
運
動
機
会
の

提
供
と
、
環
境
整
備
に
努
め
る
。

▼
町
民
球
場
の
改
修

第
84
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
軟
式
野
球

会
場
と
な
る
町
民
球
場
は
、
ま
ず
は
安
全
へ

の
配
慮
を
前
提
と
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
意
識
し
た
、「
女
子
野
球
タ
ウ
ン
」

の
本
拠
地
と
し
て
も
相
応
し
く
、
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
球
場
と
な
る
よ
う
、
改
修
を
進

め
る
。

▼
文
化
財
保
護

文
化
財
保
護
の
意
識
啓
発
や
、
ふ
る
さ
と

意
識
の
高
揚
に
努
め
る
。

▼
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
の
管
理
・
運
営

建
設
か
ら
30
年
が
経
過
す
る
「
悠
邑
ふ
る

さ
と
会
館
」
は
、
来
年
度
行
う
「
躯
体
状
況

調
査
」
を
も
と
に
、
必
要
な
長
寿
命
化
対
策

を
検
討
、
実
施
し
、
安
全
性
、
快
適
性
、
利

便
性
に
配
慮
し
た
施
設
運
営
に
努
め
る
。

▼
島
根
中
央
高
校
の
魅
力
化
支
援

昨
年
10
月
に
開
校
し
た
町
営
学
習
塾
「
島

根
中
央
み
ら
い
ゼ
ミ
」
は
、
２
月
末
現
在
、

49
名
の
生
徒
が
利
用
し
て
お
り
、
魅
力
あ
る

学
習
環
境
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

「
す
べ
て
の
住
民
が
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
」

▼
防
災
・
消
防

国
土
交
通
省
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
配
備
時
の

排
水
作
業
が
円
滑
化
す
る
よ
う
、
仏
谷
川
か

ま
場
へ
排
水
管
を
常
設
す
る
。

今
年
度
策
定
し
た
「
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の

徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
消
火
活
動
中
の
事

故
防
止
に
向
け
た
訓
練
や
、
装
備
品
の
点
検
・

更
新
な
ど
に
よ
り
、
安
全
対
策
を
強
化
す
る
。

▼
公
営
住
宅
等
の
維
持
管
理

４
か
年
計
画
の
２
年
目
と
な
る
八
幡
平
団

地
の
戸
別
改
善
、
川
本
団
地
の
給
排
水
管
の

改
善
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
各
住
宅
の
軽
微
な

修
繕
等
に
も
随
時
対
応
し
、
適
正
な
維
持
管

理
に
努
め
る
。

▼
改
良
住
宅
川
本
団
地

川
本
団
地
２
号
棟
か
ら
21
号
棟
が
、
令
和

11
年
度
か
ら
13
年
度
に
か
け
て
地
上
権
契
約

満
了
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
年
度
定
め
た

今
後
の
取
扱
い
方
針
の
具
体
化
に
向
け
て
、

入
居
者
や
土
地
所
有
者
の
方
々
の
ご
意
向
を

個
別
に
確
認
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
協
議
を
進

め
る
。

▼
道
路
整
備

町
道
谷
幡
線
谷
地
区
か
ら
田
水
地
区
を
結

ぶ
約
３
㎞
区
間
に
お
い
て
、
法
面
落
石
対
策

及
び
部
分
改
良
に
伴
う
測
量
設
計
を
行
う
。

ま
た
、
供
用
開
始
し
た
町
道
因
原
日
向
線
に

つ
い
て
、転
落
防
止
等
の
付
帯
工
事
を
行
う
。

県
事
業
に
つ
い
て
は
、
道
路
改
良
事
業
と

し
て
、
主
要
地
方
道
川
本
波
多
線
川
本
工
区

に
お
い
て
、
道
路
・
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
・
構

造
物
詳
細
設
計
、
地
質
調
査
が
行
わ
れ
る
よ

う
要
望
し
て
い
る
。

主
要
地
方
道
温
泉
津
川
本
線
川
下
工
区
に

お
い
て
は
、
引
き
続
き
、
切
土
工
事
・
橋
梁

上
下
部
工
事
が
、
国
道
２
６
１
号
因
原
工
区

に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
、
道
路
嵩
上
げ
工

事
が
行
わ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
る

▼�

砂
防
・
急
傾
斜
・
災
害
防
除
・
地
す
べ
り

対
策

県
事
業
の
砂
防
事
業
と
し
て
、
谷
戸
地
区
へ

の
新
規
砂
防
え
ん
堤
設
置
に
伴
う
詳
細
設
計
、

用
地
測
量
が
行
わ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

▼
簡
易
水
道

治
水
対
策
事
業
に
伴
う
「
瀬
尻・久
料
谷
」

地
区
、「
谷
」
地
区
の
水
道
管
の
仮
設
及
び

本
設
工
事
、
水
源
確
保
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
、

国
道
２
６
１
号
嵩
上
げ
工
事
に
伴
う
水
道
管

本
設
工
事
を
行
う
。

▼
生
活
排
水
処
理
対
策

国
の
補
助
額
に
町
が
さ
ら
に
上
乗
せ
す

る
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
を
継
続
し

て
行
う
。

▼
環
境
衛
生

邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
に
よ
る
し
尿
処
理

施
設
「
志
谷
苑
」
は
、
令
和
９
年
度
か
ら
の

供
用
開
始
に
向
け
て
、
地
元
の
皆
様
と
情
報

共
有
を
図
り
、
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
配

慮
し
た
上
で
、
設
備
改
良
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
当
該
組
合
と
連
携
す
る
。

「
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
」

▼
財
政
基
盤
の
確
立

令
和
５
年
度
か
ら
本
格
化
し
た
治
水
対
策

事
業
等
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
大
き
な
費
用

負
担
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、ま
た
、来
年
度
は
、

移
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、

一
般
財
源
支
出
額
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、

可
能
な
限
り
有
利
な
起
債
等
に
よ
る
財
源
の

調
達
に
徹
す
る
と
と
も
に
、
長
期
的
な
財
政

状
況
を
見
通
し
、
基
金
残
高
の
推
移
を
注
視

し
な
が
ら
、
安
定
的
な
財
政
運
営
を
目
指
す
。

▼
公
共
施
設
の
維
持
管
理

建
築
基
準
法
に
準
じ
た
点
検
を
実
施
し
、

施
設
の
現
状
把
握
を
行
っ
た
う
え
で
、
修
繕

計
画
を
策
定
す
る
。

▼
町
税
等
の
賦
課
・
収
納
事
務

税
務
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
研
修
等
に
よ
る
徴
収
事
務
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

▼
ふ
る
さ
と
納
税

引
き
続
き
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
が

呼
び
込
め
る
よ
う
、
内
閣
府
に
対
し
て
「
地

域
再
生
計
画
」
の
５
年
間
の
延
長
を
申
請
し

て
い
る
。

▼
窓
口
業
務

「
書
か
な
い
窓
口
」
シ
ス
テ
ム
は
、
今
年
１

月
か
ら
運
用
を
開
始
し
、
利
用
者
の
皆
様
か

ら
、
概
ね
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

▼
広
聴
・
広
報

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、登
録
者
数
の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、

配
信
内
容
の
充
実
を
図
り
、
町
民
の
皆
様
の

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
、
的
確
に
応
え
て
情

報
発
信
す
る
。

▼
地
域
情
報
化
対
策

「
ま
げ
な
ね
っ
と
か
わ
も
と
」
の
受
信
に
必

要
な
加
入
者
用
機
器
「
Ｖ-

Ｏ
Ｎ
Ｕ
」
の
更

新
を
進
め
、
町
民
の
皆
様
に
安
定
的
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
る
。

▼
人
材
育
成
の
取
組

職
員
の
積
極
的
な
研
修
受
講
を
促
し
、
組

織
全
体
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
町
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
組
織
づ
く

り
に
尽
力
す
る
。

▼
坂
町
・
川
本
町
姉
妹
縁
組
40
周
年

10
月
25
日
に
、
坂
町
で
姉
妹
縁
組
が
40
周

年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
す
る
式
典
及
び
交

流
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
と
も
、
絆
が
よ
り
一
層
深
ま
る
よ
う
期

待
す
る
。
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１
月
14
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、

６
件
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

【
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事
業
】

国
の
交
付
金
の
追
加
交
付
に
よ
る

�　

�

・�
生
活
者
支
援

�　
　

�

８
年
１
月
１
日
の
住
民
登
録
者

全
員
に
商
工
会
商
品
券
を
配
布　
　
　
　

（
２
万
８
千
円
）

　
　
予
算
額
：
８
，２
１
２
万
円

�　

�

・�

事
業
者
支
援

　

�　

�

８
年
２
月
か
ら
、
毎
月
の
水
道
料

金
１
，５
０
０
円
を
１
年
間
軽
減

　
　
予
算
額
：
３
０
６
万
円

１
月
30
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、

９
件
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

同
日
開
催
さ
れ
た
全
員
協
議
会
で

は
、
第
６
次
川
本
町
総
合
計
画
（
後

期
計
画
）
や
、
令
和
８
年
度
新
規
・

主
要
事
業
（
案
）
な
ど
４
件
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

◆�

指
定
管
理
者
の
指
定

　

�

・�

道
の
駅
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
か
わ
も
と

　
　
　
株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
か
も
ん

　
・
湯
谷
温
泉
弥
山
荘

　
　
　
株
式
会
社
キ
ム
ラ
農
産

　
・
ふ
れ
あ
い
公
園
笹
遊
里

　
　
　
株
式
会
社
キ
ム
ラ
農
産

　
・
介
護
予
防
拠
点
施
設
悠
湯
プ
ラ
ザ

　
　
　
株
式
会
社
キ
ム
ラ
農
産

　
・
か
わ
も
と
音
戯
館

　

�　
　

�

Ｊ
Ｐ
Ｔ
・
Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
・
Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社

　
　
　
（
高
知
県
中
土
佐
町
）

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　

�

・
衆
議
院
議
員
選
挙
執
行
経
費

　
　
　
予
算
額
：
8
５
０
万
円

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

　

�

・
普
通
交
付
税
追
加
交
付

　
　
　
予
算
額
：
８
，4
９
０
万
円

　

�

・
職
員
人
件
費
（
給
与
改
定
）

　
　
　
予
算
額
：
３
，９
７
４
万
円

　

�

・
除
雪
経
費
（
５
日
分
追
加
）

　
　
　
予
算
額
：
３
，０
０
０
万
円

　

�

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
内
点
検
シ
ス
テ
ム

　
　

�（
エ
ン
ジ
ン
停
止
後
、
ブ
ザ
ー
に

よ
り
車
内
の
点
検
を
促
す
装
置

を
導
入
）

　
　
　
予
算
額
：
１
６
５
万
円

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月

６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
８
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

野
坂
町
長
の
施
政
方
針
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
町
執
行
部
提
案
の
議
案
29

件
と
、
議
会
提
案
の
議
案
２
件
が
上

程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
６
名
の
議
員
か
ら

当
面
す
る
町
の
諸
課
題
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
開
催
さ
れ
た
全
員
協
議

会
で
は
、
令
和
７
年
度
に
実
施
さ
れ

た
宿
泊
業
立
地
可
能
性
調
査
、
企
業

誘
致
推
進
事
業
の
実
施
状
況
の
報
告

な
ど
４
件
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◆�
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
、
魅
力
化
セ
ン

タ
ー
設
置
管
理
条
例
の
一
部
改
正

�　

�
物
価
高
騰
に
伴
う
寮
費
の
改
定

◆�

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運

営
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

�

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
運
営

基
準
の
制
定

◆�

高
齢
者
等
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
分
担

金
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

�

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に「
副
食
の
み
」

の
区
分
を
追
加

（
主
食
・
副
食
）

　
週
３
回
、
１
食
４
０
０
円

（
副
食
の
み
）

　
週
２
回
、
１
食
３
４
０
円

　

�　
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
対

象
者
は
、
65
歳
以
上
の
単
身
又
は
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
調
理
が
困
難
な

方
（
町
の
認
定
が
必
要
で
す
。）

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

　

�

町
内
各
地
区
の
集
会
所
の
指
定
管
理

者
の
指
定
（
５
年
間
）

　

�

地
元
自
治
会
に
管
理
を
委
託
し
ま

す
。

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

委
員
辞
職
に
伴
う
任
命

　
上
野 

和
重 

氏
（
南
佐
木
）

◆�

竹
島
の
領
有
権
の
早
期
確
立
に
関
す

る
取
組
の
強
化
と
特
別
措
置
法
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

（
内
容
）

・�

国
に
対
し
、
竹
島
の
領
有
権
の
早

期
確
立
を
強
く
求
め
る
。

・�

北
方
領
土
特
別
措
置
法
に
準
じ
た

法
的
枠
組
み
の
整
備
と
、
島
根
県

全
域
を
竹
島
問
題
の
「
隣
接
地

域
」
に
認
定
し
て
地
域
振
興
を
図

る
。

（
提
出
先
）

衆
参
両
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
等

　
第
１
回
臨
時
会

　
第
２
回
臨
時
会

　
３
月
定
例
会

　
定
例
会
の
主
な
議
案

主
な
議
案

主
な
議
案

条
例
改
正

人
事
案
件

議
会
提
案
の
議
案

そ
の
他
案
件

主
な
議
案

NO.159
発行　川 本 町 議 会
編集　議会広報委員会
TEL（0855)72‒0068
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◆
そ
の
他
の
会
計
の
予
算（
前
年
度
比
）

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
３
億
７
，６
１
４
万
円（
▲
５
．８
％
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
１
億
５
，９
９
０
万
円（
＋
７
．５
％
）

簡
易
水
道
事
業
会
計

　
４
億
１
，３
１
５
万
円（
＋
34
．８
％
）

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
会
計

　
９
，８
６
８
万
円
（
＋
11
．
５
％
）

◆
当
初
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議

附
帯
決
議
と
は
、
可
決
さ
れ
た
案

件
に
対
し
、
事
業
を
執
行
す
る
上
で

の
要
望
や
留
意
事
項
を
述
べ
る
た
め

に
提
出
さ
れ
る
も
の
で
す
。
全
て
の

会
計
予
算
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
が
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計

予
算
に
対
し
て
附
帯
決
議
を
提
案

し
、全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
者
：
予
算
特
別
委
員
会

⑴
規
律
あ
る
財
政
運
営

こ
こ
数
年
、
建
設
事
業
の
財
源
の
国
庫
補
助
金

や
過
疎
対
策
事
業
債
の
配
分
が
減
少
し
て
い
る
。

発
注
後
は
事
業
費
の
減
額
が
難
し
い
の
で
、
配
分

減
を
想
定
し
た
発
注
計
画
を
策
定
し
、
大
幅
な
基

金
減
や
地
方
債
の
追
加
発
行
を
避
け
、
将
来
世
代

に
過
度
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
心
掛

け
る
こ
と
。

⑵
公
共
施
設
の
個
別
施
設
計
画

町
は
多
く
の
大
型
公
共
施
設
を
抱
え
て
お
り
、

施
設
の
長
寿
寿
命
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
悠

邑
ふ
る
さ
と
会
館
を
は
じ
め
と
し
た
施
設
の
修
繕

計
画
を
早
急
に
策
定
し
、
見
通
し
を
示
す
こ
と
。

⑶
町
営
住
宅
の
整
備
方
針

建
築
年
次
が
古
く
耐
用
年
数
の
大
半
を
経
過
し

た
住
宅
へ
の
大
規
模
改
修
は
、
新
築
と
の
優
位
性

を
十
分
に
比
較
・
検
討
し
た
う
え
で
慎
重
に
行
う

こ
と
。

⑷
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化

自
主
財
源
に
乏
し
い
町
に
と
っ
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
は
財
政
基
盤
の
大
き
な
柱
で
あ
る
と
と
も

に
、
町
産
品
の
販
路
拡
大
、
地
元
企
業
の
売
上
増

の
効
果
も
期
待
で
き
る
。
よ
り
一
層
の
事
業
の
拡

充
に
努
め
る
こ
と
。

⑸
国
際
化
対
応
力
向
上
事
業

デ
ン
マ
ー
ク
の
提
携
先
の
都
市
の
規
模
等
が
絞

り
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
不
明
確
な
部
分

が
多
い
。
町
内
で
の
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
認
知
度
も

限
定
的
で
あ
り
、
ま
ず
は
友
好
都
市
と
の
文
化
交

流
に
特
化
し
、
同
国
の
認
知
度
向
上
、
機
運
醸
成

と
い
う
「
足
元
を
固
め
る
施
策
」
を
先
行
さ
せ
て

か
ら
、
具
体
的
な
事
業
計
画
を
策
定
さ
れ
た
い
。

当
初
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議

令和8年度一般会計　
当初予算　59億9,407万円 （前年度対比　7.4%増）

女子野球で繋がるプロジェクト　1億112万円　　　
中四国ルビーリーグ３部優勝、２部昇格
◆�チーム運営費
　運営主体：一般社団法人かわもと暮らし
　監督・選手等の人件費（２１人分）、活動費
※全額が特別交付税の対象となります。

町民球場等の施設整備　　　1億500万円　　　
フィルティーズ・国スポ（軟式野球）拠点施設
◆�整備費・詳細設計費
　西グラウンド（バックネット・外野フェンス等）
　町民球場（改修詳細設計委託）　
※�国庫補助（2,500 万円）、町債（7,330 万円）
を財源に実施します。

ライスセンター機器更新　　　 6,336万円
籾摺調製装置の更新
運営主体：JAしまね （指定管理者）
◆籾摺調製装置更新工事
　籾摺機、粒選別機、石抜機の更新
※町債（6,330万円）を財源に実施します。

家族形成期向け移住促進住宅　1億4,740万円　　　　　
南佐木地内、北公民館跡地に住宅建築
建築工事は令和９年度実施予定
◆�北公民館解体工事、設計・管理費
◆�国庫補助金返還（旧北公民館建設費分）
※町債（9,250 万円）を財源に実施します。

治水対策事業　　　　　　 5億4,300万円　
◆�瀬尻・久料谷地区治水対策事業
　宅地造成工事負担金、町道整備工事負担金
◆谷地区治水対策事業
　宅地造成工事負担金、支障物件解体工事
※�国庫補助金（2,760 万円）、町債（4億 9,920
万円）を財源に実施します。

因原地区内水排除用排水管布設　4,500万円　　　　
国交省ポンプ車用の常設排水管の整備
仏谷川かま場（ジュンテンドー裏）に布設
排水能力向上、災害時のホース布設時間短縮
◆土木工事、排水管布設工事
※町債（4,500万円）を財源に実施します。
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近
年
は
、
豪
雨
だ
け
で
な
く

地
震
な
ど
自
然
災
害
が
多
発

し
て
い
る
。
本
町
で
も
平
成
30
年
・

令
和
２
年
・
３
年
と
豪
雨
被
害
を
経

験
し
た
。
行
政
地
域
、
住
民
生
活
の

継
続
の
視
点
か
ら
危
機
対
応
体
制
の

考
え
方
を
問
う
。

（
町
長
・
課
長
）
町
で
は
、
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
水
害

や
地
震
・
停
電
・
道
路
寸
断
な
ど
を

想
定
し
た
対
応
を
進
め
て
い
る
。
危

機
対
応
体
制
の
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
防
災
計
画
や
受
援
計
画
に
基
づ
く

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
や
職
員
の

実
践
的
な
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
て

い
く
。
ま
た
来
町
者
な
ど
多
様
な
滞
在

者
へ
の
情
報
伝
達
に
も
配
慮
す
る
。

災
害
の
経
験
は
時
間
と
と
も
に

風
化
す
る
。
教
訓
を
次
世
代
へ

伝
え
る
防
災
教
育
の
取
組
み
を
問
う
。

（
町
長
・
教
育
長
）
学
校
で
の

避
難
訓
練
や
地
域
訓
練
へ
の
参

加
を
進
め
災
害
の
経
験
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
、
教
訓
を
次
世
代
へ
つ
な
げ
て

い
く
覚
悟
の
も
と
、
今
後
、
防
災
教
育

を
進
め
、
活
か
し
て
い
き
た
い
。

宿
泊
業
立
地
可
能
性
調
査
の
目

的
と
成
果
に
対
す
る
町
の
評
価

を
問
う
。（

課
長
）
需
要
の
偏
り
に
よ
る

供
給
不
足
と
６
件
の
開
業
意
向

を
把
握
で
き
、
宿
泊
環
境
整
備
と
支
援

の
必
要
性
を
示
す
有
効
な
調
査
と
評
価

し
て
い
る
。

観
光
庁
・
第
２
世
代
交
付
金
・

島
根
県
地
域
商
業
等
支
援
事
業

等
を
踏
ま
え
た
、
宿
泊
者
を
商
店
街
へ

誘
導
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
問

う
。

（
課
長
）
複
数
の
事
業
者
と
協

力
し
て
、
宿
泊
や
飲
食
を
展
開

す
る
動
き
も
あ
り
、
町
と
し
て
は
こ
う

し
た
連
携
や
準
備
を
し
っ
か
り
支
え
て

い
く
。

補
助
額
の
根
拠
に
疑
問
が
あ

り
、
応
募
者
の
精
査
に
も
不
安

が
あ
る
。
応
募
調
査
準
備
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
再
調
査
と
分
析
を
要
望
す

る
。

（
町
長
）
応
募
に
よ
り
一
定
の

成
果
は
認
識
し
て
お
り
、
多
様

な
人
材
と
の
接
点
形
成
も
で
き
て
い

る
。
定
量
調
査
に
つ
い
て
は
達
成
さ
れ

た
と
評
価
し
て
お
り
、
今
後
は
制
度
設

計
に
お
い
て
支
援
を
重
視
す
る
。

地
域
福
祉
活
動
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
社
協
と
の
関
わ
り
は

ど
う
か
。（

課
長
）
町
民
の
皆
様
や
各
種

団
体
と
の
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
や
事
業
の
持
続
性
や
専
門
性
の

保
持
、
又
行
政
で
は
対
応
し
が
た
い
場

面
で
の
柔
軟
で
丁
寧
な
対
応
が
大
き
な

強
み
で
あ
る
。
大
切
な
組
織
と
認
識
し

て
お
り
、
地
域
福
祉
活
動
を
実
施
す
る

う
え
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
協
の
役
割
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　

（
課
長
）
民
生
委
員
の
選
出
に

苦
慮
し
て
お
り
、
欠
員
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
地
域
を
よ
く
知

り
、
事
務
局
も
持
っ
て
い
る
社
協
が

選
出
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

災
害
多
発
時
代
の
危
機
対
応

体
制
を
問
う
。

	

危
機
対
応
体
制
を
随
時
見

直
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
し
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

徹
底
す
る
。

答 

弁
問

問

問 問

問問

問

答

答答

答答

答答

宿
泊
誘
致
で
泊
ま
れ
る
町
と
商

店
街
に
ぎ
わ
い
創
出
を
問
う
。

	
持
続
可
能
な
宿
泊
施
設
の

整
備
と
開
業
意
向
者
の
経
費
を
支

援
す
る
制
度
の
創
設
を
検
討
す
る
。

本
町
の
地
域
福
祉
活
動
へ
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

	

誰
も
が
安
心
し
て
自
立
し

た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

答 

弁

答 

弁

木村慶五議員

本山修二議員

一
般
質
問

中平茂明議員
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又
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
に
関
す

る
支
援
な
ど
新
た
な
地
域
課
題
が
出

て
く
る
中
で
社
協
の
役
割
は
重
要
に

な
っ
て
来
て
い
る
。
日
頃
の
見
守
り
や

生
活
で
の
困
り
ご
と
を
現
場
へ
出
向

き
対
応
し
行
政
と
の
役
割
を
明
確
に

し
て
い
く
こ
と
で
隙
間
の
な
い
支
援

体
制
を
構
築
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
三
江
線
が
廃
止
さ
れ
て
か

ら
８
年
が
経
過
す
る
。
Ｊ
Ｒ
所

有
の
三
江
線
跡
地
に
つ
い
て
、
廃
止
前

の
説
明
会
で
は
、
自
治
体
か
ら
の
要
請

が
あ
れ
ば
除
草
等
の
管
理
を
Ｊ
Ｒ
が
行

う
と
聞
い
て
い
る
が
、
実
行
さ
れ
て
い

な
い
。
今
後
の
対
応
と
活
用
策
に
つ
い

て
問
う
。

（
課
長
）
こ
れ
ま
で
も
地
元
住

民
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
そ

の
都
度
Ｊ
Ｒ
に
適
切
な
管
理
を
依
頼
し

て
き
た
。
今
後
も
地
元
の
要
望
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
粘
り
強

く
適
切
な
管
理
を
求
め
て
い
く
。

現
在
、
活
用
策
に
つ
い
て
は
、
跡
地

が
狭
く
細
長
い
地
形
で
あ
る
こ
と
か
ら

見
い
だ
せ
て
い
な
い
。

三
江
線
は
町
民
に
と
っ
て
誇
り

と
自
慢
で
あ
っ
た
。
そ
の
思
い

を
残
す
た
め
に
も
、
株
式
会
社
三
協
様

の
力
を
借
り
て
線
路
敷
に
河
津
桜
を
植

栽
し
、
三
江
線
へ
の
思
い
の
継
承
と
、

新
し
い
名
所
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う

か
。

（
副
町
長
）
こ
の
ま
ま
に
し
て

お
け
ば
、
町
に
と
っ
て
も
重
荷

と
な
る
。
大
き
な
可
能
性
の
あ
る
提
案

と
し
て
受
け
止
め
、内
部
で
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
定
住
促
進
、
交
流
人
口
増
加
に
向
け

て
の
情
報
発
信
の
仕
方
に
つ
い
て
。

現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
の
段
階

に
あ
る
の
か
。

（
課
長
）
一
期
生
と
し
て
集
っ

た
13
名
に
、
今
年
の
１
月
に
１

名
、４
月
に
は
４
名
が
新
た
に
加
わ
り
、

令
和
８
年
度
は
18
名
体
制
で
活
動
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

特
別
交
付
税
措
置
以
外
で
の
財

源
確
保
に
つ
い
て
は
。

（
課
長
）
広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
料
、

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
費
、
県
か
ら

補
助
金
な
ど
も
活
用
し
て
い
る
。
来
年

度
は
、
グ
ッ
ズ
販
売
の
拡
充
や
イ
ベ
ン
ト

で
の
物
販
の
強
化
と
と
も
に
「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」
の
獲
得
に
注
力
す
る
。

現
在
の
最
大
の
課
題
は
。

（
課
長
）
情
報
発
信
力
の
推
進

や
財
源
の
確
保
、
任
期
終
了
後

の
選
手
が
本
町
で
プ
レ
ー
し
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
課
題
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
消
防
車
両
の
車
検
切
れ
事
案
に
お
け

る
行
政
の
責
任
と
再
発
防
止
策
等
に
つ

い
て
。

本
町
の
医
療
体
制
の
現
状
と
課

題
を
認
識
し
た
う
え
で
、
今
後

の
医
療
提
供
体
制
の
維
持
・
強
化
に
向

け
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

か
を
問
う
。

（
町
長
・
課
長
）
社
会
医
療
法

人
仁
寿
会
に
よ
る
「
地
域
総
合

三
江
線
跡
地
の
管
理
・
活
用

に
つ
い
て
問
う
。

	

こ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
、

町
に
と
っ
て
も
重
荷
に
な
る
。

ご
提
案
の
内
容
を
検
討
す
る
。

今
後
の
医
療
提
供
体
制
の
維

持
・
強
化
に
つ
い
て
問
う
。

	

町
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を

傾
け
、
こ
の
地
域
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

答 

弁

答 

弁

問

問

問

問問

問

答答

答

答答

答

杉本政輝 議員

高良敏幸議員

女
子
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
の
現

状
、
地
域
活
性
化
施
策
及
び

進
捗
に
つ
い
て
問
う
。

	

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で

財
源
を
確
保
し
、
任
期
後
も
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
着

実
に
進
め
て
い
く
。

答 

弁

飯田夏樹 議員
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議会 か わ も と

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
わ
も
と

施
設
群
」
の
移
転
を
契
機
と
し
て
、
仁

寿
苑
は
終
末
期
医
療
や
看
取
り
を
担
う

「
介
護
医
療
院
」
へ
機
能
転
換
さ
れ
る
。

加
藤
病
院
は
、
外
来
・
入
院
医
療
は
も

と
よ
り
在
宅
療
養
支
援
病
院
と
し
て
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
療
養
を
必
要
と
す

る
方
々
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
医
師
・
看
護
師
の
不
足
や

厳
し
い
経
営
環
境
な
ど
、
医
療
を
取
り

巻
く
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、地
域
の
医
療・

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く

提
供
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
一
層
図
り
な
が
ら
、
町
と
し
て
も

町
民
の
皆
様
の
た
め
必
要
な
支
援
と
取

組
を
継
続
す
る
。

川
本
町
議
会
で
は
、
議
会
改
革
の
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
将
来
の
地
域

を
担
う
子
ど
も
達
に
向
け
た
「
主
権
者

教
育
」に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

主
権
者
教
育
は
、
選
挙
や
政
治
の
仕

組
み
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社

会
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
の
考
え
を
深

め
、
話
し
合
い
を
通
し
て
社
会
に
関
わ

る
力
を
育
む
効
果
も
併
せ
持
っ
て
い
ま

す
。こ
の
取
り
組
み
の
第
一
歩
と
し
て
、

議
会
で
は
、
町
内
の
小
中
学
校
及
び
島

根
中
央
高
等
学
校
を
訪
問
し
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
な
ど
が
作
成
し
た
主
権

者
教
育
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
議
会
が
学
校
の
学

び
に
協
力
で
き
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

学
校
現
場
の
教
育
活
動
を
尊
重
し
、

政
治
的
中
立
性
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、

子
ど
も
達
が
地
域
社
会
に
関
心
を
持

ち
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
む
取
り

組
み
を
学
校
と
と
も
に
進
め
て
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
議
会
が
協
力
で
き
る
取
り
組
み

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
学
校
に
提

案
し
て
い
ま
す
。

・
本
会
議
の
傍
聴

・
議
員
に
よ
る
出
前
講
座

・
議
員
と
の
意
見
交
換

・�

探
求
学
習
の
発
表
の
場
等
と
し
て
の

議
場
の
活
用

■
主
権
者
教
育
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

若
者
や
子
ど
も
に
人
気
の
漫
画
『
葬

送
の
フ
リ
ー
レ
ン
』
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
使
用
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
、
議
会

に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
た
め
の
特
設

サ
イ
ト
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
表
彰
規
程

に
基
づ
き
、
植
田
議
長
が
議
長
在
職

７
年
以
上
の
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

主
権
者
教
育
の
推
進

全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰

春
の
や
わ
ら
か
な
日
差
し
に
包
ま
れ
、

町
内
の
小
学
校
や
中
学
校
で
は
新
入
生
を

迎
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
真
新
し
い

ラ
ン
ド
セ
ル
や
少
し
大
き
め
の
制
服
に
身

を
包
み
、
緊
張
し
な
が
ら
も
期
待
に
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
登
校
す
る
初
々
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
、
仲
間
や
先
生
方
、
そ
し
て
地
域
の
皆

さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
元
気
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
号
で
は
３
月
定
例
会
の
審
議

内
容
を
中
心
に
、
新
年
度
予
算
や
町
の

主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し

た
。
議
会
の
活
動
を
少
し
で
も
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

〈
16
〉

編
集
後
記

【小学生・中学生向け】【高校生・大学生向け】特設サイト
「あなたと議会」

地方議会の豆知識や
地方議会検定などの
コンテンツが
楽しめます。

©山田鐘人・アベツカサ／小学館

島根中央高等学校校長室にて
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島根中央高校2年生が自分計画書を発表しました
「夢と可能性に挑戦する人財定住助成金事業」の一環として、

３月１７日（火）に川本町役場で自分計画書発表会を開催しました。
地域の方々を前に、島根中央高校の 2年生８名が将来川本町で
叶えたい夢や目標について発表を行いました。

夢と可能性に挑戦する人財定住助成金事業とは？
■事業概要
　◦�将来川本町に貢献したいと思いを持つ、町内在住の高校生

又は島根中央高校の生徒を対象とした事業
■認定要件
　◦�高校在学時に、自分の将来の展望や地域貢献への考え方を

記載した自分計画書を提出・発表
■交付金額
　◦認定者が川本町に定住し、就職・起業・就農した場合、一定の要件に応じ

■対象者　　　　 �保育所等に通っていない０歳６ヶ月から満３歳未満（３歳の誕生日の前々日まで）のこども

■利用可能時間　こども1人あたり月10時間を上限

■利用料　　　　1時間あたり300円 ※その他の費用：給食費 350円、おやつ:150円

■実施施設　　　川本保育所(川本町大字川本243-3　 72-0169)

※…くらしまねっと登録の町内企業が求める国家資格を有し、その企業に就職した場合は最大30万円／年となります。

または を交付します。定住助成金
最大50万円/1回限り

奨学金返還助成金
最長10年間

上限24万円/年※

【お知らせ】自分計画書を発表された方で現在川本町に居住されている場合、助成金の申請が可能
です。まだ申請をされていない方は、まちづくり推進課（ 72-0634）までお問い合わせください。

こども誰でも通園制度は、全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良
質な成育環境を整備するとともに、全ての子育て家庭に対して、保護者
の多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での支援を強化する
ために創設された新たな通園制度です。

川本町総合交流ターミナル施設（湯谷温泉 弥山荘）の利用料の変更について
　近年の燃料費等の高騰を
受け、４月1日から利用料を
変更しました。ご理解の上、
引き続きのご利用をお願い
します。

1 入浴料金の変更　［変更期間］令和８年４月１日から

2 年間パスポートの導入、スタンプカード・回数券の継続

［入浴料金］＜変更前＞　一般（中学生以上）　500円／小学生　300円
　　　　　＜変更後＞　一般（中学生以上）　700円／小学生　400円
　　　　　　　　 　　 ※町内の一般（中学生以上）の方は100円割引

年間パスポート
26,800円

スタンプカード　
10回利用で11回入浴可

回数券
12枚綴り7,500円

こども誰でも
通園制度が

始まっています

希望する日時に施設の
空き枠がある場合に利用できます。

利用を希望される方は、
役場健康福祉課へ申請が必要です。

■お問い合わせ　湯谷温泉 弥山荘　 72-2645

■お問い合わせ　健康福祉課 　 72-0633
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特別障害者手当、障害児福祉手当制度のご案内

児童扶養手当制度のご案内

❶ 特別障害者手当とは？
　 �20歳以上の方で、著しい障がいのため、在宅での日常生活において常時特別の介護を必要とする方に支給され
る手当です。

❷ 障害児福祉手当とは？
　 �20歳未満で重度の障がいがあるため、在宅での日常生活において常時特別の介護を必要とする方に支給され
る手当です。

❸ 目的　手当を支給することにより、特別障がい者の福祉の増進を図ることを目的にしています。
❹ 支給月額・支払時期・所得制限
　♦特別障害者手当 ３０，４５０円／障害児福祉手当 １６，５６０円　（※物価スライド等により改定されることがあります。）
　♦原則として毎年2月、5月、8月、11月に、それぞれの前月分までが支給されます。
　♦受給者もしくはその配偶者又は扶養義務者の前年の所得が一定の額以上であるときは手当は支給されません。

●児童扶養手当とは？
　�父母の離婚などで、父または母と生計を同じくしていない子どもが育成される家庭（ひとり親家庭）の生活の安定
と自立の促進に寄与し、子どもの福祉の増進を図ることを目的として、支給される手当です。

●支給要件
　�以下の要件に当てはまる１８歳以下（１８歳になって最初の３月３１日までの間）の児童を監護している母、監護しな
がら生計を同じくしている父、または養育している方に支給されます。

●支給月額
　�受給資格者（ひとり親家庭の母や父など）が監護する子どもの数や前年の所得等により手当額を決定します。
　（前年の所得が限度額以上であるときは、手当の一部または全部が停止になります。）
　児 童 １ 人 の と き ： 全部支給 48,050円　一部支給 48,040円〜11,340円
　第2子以降の加算額 ： 全部支給 11,350円　一部支給 11,340円～   5,680円
●支給月　�　1月、3月、5月、7月、9月、11月にそれぞれの前月分までの手当を支給します。
●申請手続　健康福祉課へ申請手続きが必要です。

①父母が離婚した児童　　
②父または母が死亡した児童
③�父または母が一定程度の障害の状況にある

児童　
④父または母の生死が明らかでない児童
⑤�父または母が引き続き1年以上遺棄してい

る児童

⑥�父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受
けた児童

⑦�父または母が引き続き1年以上拘禁されて
いる児童　

⑧婚姻によらないで生まれた児童
⑨�棄児などで父母がいるかいないかが明らか

でない児童

❶ 特別児童扶養手当とは？
　 20歳未満で精神又は身体に障がいを有する児童を家庭で監護、養育している父母等に支給される手当です。
❷ 目的　
　 �家庭で介護されている障がいのある児童（20歳未満）の福祉の増進を図り、その生活に寄与することを目的にし
ています。

❸ 支給月額・支払時期・所得制限
　♦障がい等級 1級　５８，４５０円／2級  ３８，９３０円 （※物価スライド等により改定されることがあります。）
　♦原則として毎年4月、8月、11月に、それぞれの前月分までが支給されます。
　♦受給者もしくはその配偶者又は扶養義務者の前年の所得が一定の額以上であるときは手当は支給されません。

■お問い合わせ　健康福祉課 　 72-0633

■お問い合わせ　健康福祉課 　 72-0633

特別児童扶養手当制度のご案内
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令和８年度 川本町特定健康診査・各種がん検診のご案内
　川本町の特定健康診査（特定健診）の集団健診を下記の日程で行う予定です。
　毎年特定健診を受診し、自分の健康状態を把握しましょう。結果で異常が見つかった場合、
早めに医療機関を受診しましょう。
　対象者の皆さまには、4月上旬に申込書をお送りしています。
　特定健診の申し込みは、申込締切日までに電話（健康福祉課： 72-0633）　
または二次元バーコードからの電子申請、または申込書を返送ください。
●対 象 者　令和8年4月1日時点で国民健康保険に加入している者
●申込締切　5月8日（金）
●費　　用　・特定健診　　　　500円 ※�川本町での特定健診の受診が初めての方は　　　　　　　

無料ですのでお申し出ください。
　　　　　　・胃がん検診　  1,200円　
　　　　　　・胸部CT検診　2,000円

また、川本町では住民の方を対象としたがん検診も実施しています。
対象となる２０～７４歳の方には、がん検診申込書をお送りしています。（申込〆切：５/８（金））

※�詳細な日程は、各ご家庭にお送りしている「令和８年度　健康づくりカレンダー」もしくは川本町ホームページを
ご覧ください。

※�７５歳以上の方には一部の検診申込書を、８０歳以上の方には全検診の申込書をお送りしておりません。受診を
希望される方は、下記の電話にお申し込みください。

■がん検診は「症状の無いがんを早期に見つけるために行う検査」です。

■�早期がん（楽に治療できる初期段階）から進行がん（組織への浸潤や他
部位への転移が始まり治療が難しくなる段階）になるまで、約１～２年し
かかかりません。検診を受けずに放置していると、１～2年後には命に関
わるレベルでがんが進行している可能性があります。

健診日 会　場 内　容

6月18日
（木）

三原まちづくり
センター

特定健診＋胃がん検診
のセット受診可

6月20日
（土） 川本公園管理棟

特定健診＋胃がん検診＋
胸部ＣＴ検診
のセット受診可

6月28日
（日）   

悠邑ふるさと会館 
マルチホール

特定健診＋胃がん検診＋
胸部ＣＴ検診
のセット受診可

■検診のお申込み、その他ご意見・お問い合わせ先　健康福祉課　 72-0633
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人権
相談所の
開設

　法務大臣から委嘱された人権擁護委員による人権相談所を開設します。
　家庭内の問題や近所間のもめごと、いじめ、体罰など、人権に関する心配
ごとや困りごとなどがあれば、お気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。

［人権擁護委員（敬称略）］
市原　和正、上田　香苗
長田　広、坂野　光子

■令和８年度の日程
月日 時間 会場

　6 月 2 日 ( 火 )
　8 月 4 日 ( 火 )
 12 月 1 日 ( 火 )
　2 月 2 日 ( 火 )

13:00~16:00 ハローワーク川本

全国戦没者追悼式の参列者を募集します
　島根県では、先の大戦により亡くなられた方に追悼の誠をささげ、平和を祈念するため、政
府主催により実施される「全国戦没者追悼式」式典に島根県遺族代表として参列していただく
方を募集します。

（以下の全てを満たす県内在住の方）
（１）日華事変（昭和12年７月７日）以降の軍人・軍属等戦没者の遺族
（２）�戦没者の遺族である配偶者、子、父母、兄弟姉妹、孫、甥姪、曽孫、子・兄弟姉妹・孫・甥姪・曽孫の配偶者、

18歳未満の遺族（令和８年８月15日時点）とその保護者
（３）健康状態良好で、２日間の団体行動に耐えられる方（介助者なしで行動が可能であること）
※これまでに全国戦没者追悼式に参列したことがない方を優先します。
※�戦没者１名につき１名の参列を原則とします。（子・兄弟姉妹・孫・甥姪・曽孫の配偶者が夫婦で参列する場合及び18歳未満遺族
とその保護者が参列する場合を除く）

松江市を起点とした東京までの往復運賃と宿泊費は公費で定額助成します。
その他の費用は自己負担となります。（参加費は無料ではありません。）

町民生活課において、備え付けの「申込書」でお申込みください。

令和８年８月14日（金）～15日（土）　１泊２日（式典は８月15日）

5月27日（水）

日本武道館 （東京都千代田区北の丸公園２番３号）
とき　

ところ　

対象　

参加費　

申込期限 応募方法

●その他
（１）�全応募者の中から続柄、年齢等を考慮のうえ県で選考いたします。（先着順ではあ

りません。）
（２）�参列については、一般財団法人島根県遺族連合会が主催する旅行団により実施し、

集合から解散までは原則すべて団体行動となります。なお、旅行日の天候の状況に
よっては旅程の変更が生じる可能性があります。

（３）�参列が決定してから辞退されると、時期によってはキャンセル料を支払っていた
だく場合があります。あらかじめご了承ください。

（４）選考結果は、７月上旬ころまでに島根県高齢者福祉課よりお知らせします。

■お問い合わせ　
川本町町民生活課　環境生活係　	

72-0632
島根県高齢者福祉課　援護・恩給係	

0852-22-5240

坂町からの派遣

川本町職員紹介
新規採用

梅
うめ
田
だ
 勝
しょう
平
へい

田
た
中
なか
 裕
ゆう
也
や

坂町出身・教育課 川本町出身・地域整備課

人事交流により広島県の坂町役場から参りました。住民の
方々のニーズに少しでも多く応えられるよう頑張ります。
よろしくお願いいたします。

川本町のまちづくりに貢献できるよう日々邁進してまいり
ます。よろしくお願いいたします。
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　　　　川本町定住促進住宅入居者を募集します

因原若者住宅入居者募集！

1 募集する住宅
　　　　　　定住促進住宅　5号棟（平成 29年築）
　島根県邑智郡川本町大字南佐木 201番地 22
　木造 2階建て　3LDK、延床面積：91.15㎡
　家賃 25,000 円 / 月　敷金 50,000 円（入居時）

5 家賃の減額について　
　�入居者からの申告に基づき、
扶養し同居する18歳未満の子
ども（毎年 4月 1日現在）の
人数に応じて毎年の家賃が減
額されます。減額は令和14年
3月末まで、最大 3名。

　�1 人の子どもにつき 5,000 円 / 月
（最大 10 年間）

�　次の住宅で入居者を募集しています。町民生活課に申込書、入居世帯の情報がわかる書類を
提出してください。詳細はお問い合わせください。
　なお、入居にあたりペットを飼うことはできません。生活する上で支障が生じる箇所のみ修
繕を実施しています。

�住宅名 :
因原若者定住住宅
114 号	

令和8年5月20日(水)
17:00 まで

令和 8 年 6 月 1 日以降

入居資格
1. 住宅に困窮している方�
2. 同居の親族がある方�
3. その他規程による

所在地 : 川本町大字因原 1144-21�
構造等 : 連続住宅　木造 2階建
間取り等 :114 号室  3DK  74.26㎡
住宅使用料 : 家賃 38,000 円
　　　　　  敷金 114,000 円 ( 家賃 3カ月分 )
駐車場使用料 : ２台まで無料

6 応募期間
　�令和 8 年 5 月 15 日（金）　

17:00 まで

詳しくは町のＨＰを
ご覧ください。▶

2 募集戸数　三原地区：１戸（１世帯）
3 入居開始　三原地区：令和８年７月～令和８年８月末
4 応募資格（一部抜粋）

・�夫婦いずれかが町外の方、または転入後 3年以内（令和
8年 4月 1日時点）の町内の方で、川本町に定住するた
めの住宅を必要とし、入居後速やかに住所を住宅の場所
に移すことができる世帯

・�入居時において、夫または妻が 35歳以下の夫婦である世
帯、もしくは中学生以下のお子さんを一人以上扶養され
ている世帯

・�住宅に令和 14年 3月末まで居住し、その後買い取りを予
定する方　等
■要件を満たす応募が多数の場合は、次の世帯を優先します。
・入居時点で小学生以下の子どものいる世帯
・申込時において世帯主の就労先が決まっている世帯
・夫婦ともに 35歳以下の世帯

■お問い合わせ　
まちづくり推進課　 72-0634
一般社団法人　かわもと暮らし

74-2110

三原地区

■お問い合わせ　町民生活課 　 72-0632

� 申込期間

� 入居可能時期

� 選定方法／抽選
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［
教
頭
］
三み

や
け宅　

誠し
げ
ゆ
き幸

い
つ
か
は
川
本
町
で
働
い
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

新
た
な
出
会
い
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
川

本
だ
か
ら
で
き
る
教
育
を
地
域
の
皆
様
と
展

開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

●�

前
任
校
：
邑
南
町
立
羽
須
美
中
学
校

［
教
諭
］
鳥と

り
い居　

い
づ
み

川
本
町
は
地
域
全
体
で
子
ど

も
を
育
て
て
い
る
印
象
が
あ

り
ま
す
。
町
の
魅
力
を
発
見
し
、
地
域
の
方

と
い
っ
し
ょ
に
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
た
め

に
精
一
杯
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
前
任
校
：
邑
南
町
立
瑞
穂
中
学
校

●
専
門
教
科
：
英
語

［
教
諭
］
上う

え
だ田　

康こ
う
へ
い平

「
郡
音
楽
祭
」
の
思
い
出
が
残

る
川
本
町
で
勤
務
が
で
き
る

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
初
め
て
の
川

本
町
勤
務
で
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
不
安

も
あ
り
ま
す
が
、
川
本
町
の
生
徒
と
と
も
に

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●�
前
任
校
：
大
田
市
立
志
学
中
学
校

●�
専
門
教
科
：
数
学

［
教
諭
］
和わ

だ田　

周し
ゅ
う
へ
い平

豊
か
な
自
然
や
、
温
か
な
皆

さ
ん
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
川

本
町
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
前
任
校
：
大
田
市
立
第
二
中
学
校

●
職
務
：
通
級
指
導
教
室

●
専
門
教
科
：
保
健
体
育

［
主
任
］
岩い

わ
も
と本　

唯ゆ
い
じ二

縁
あ
っ
て
、
33
年
ぶ
り
に
川

本
中
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
懐
か
し
さ
を
感
じ

な
が
ら
も
、
新
た
な
気
持
ち
で
業
務
に
取
り

組
み
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

●�

前
任
校
：
大
田
市
立
久
屋
小
学
校

［
I
C
T
支
援
員
］
大お

お
ぐ
に國　

貴た
か
ゆ
き之

I
C
T
だ
け
で
な
く
、
野
球

も
好
き
で
様
々
な
こ
と
に
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
川
本
に
遊
び
に

来
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

［
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
］

谷や
が
わ川　

千ち
づ
こ

鶴
子

子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
楽
し

く
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

川
本
小
学
校
だ
よ
り

川
本
中
学
校
だ
よ
り

［
校
長
］
河か

わ
む
ら村　

恭き
ょ
う
こ子

子
ど
も
た
ち
に
も
保
護

者
の
皆
様
に
も
地
域
の

方
々
に
も「
安
心
で
き
る
学
校
」と
思
っ

て
も
ら
え
る
川
本
小
学
校
を
め
ざ
し
て

職
員
一
同
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●�

前
任
校
：
邑
南
町
立
矢
上
小
学
校

［
教
諭
］
洲す

は
ま濵　

早さ
よ代

初
出
勤
は
、
満
開
の
桜

に
迎
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
日
の
あ
た
た
か
い
気
持
ち
、

わ
く
わ
く
感
を
忘
れ
ず
、子
ど
も
た
ち
、

地
域
の
皆
さ
ん
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
頑
張
り
ま
す
。

●�

前
任
校
：
邑
南
町
立
高
原
小
学
校

［
教
諭
］
芳は

が賀　
知と

も
え恵

邑
智
郡
勤
務
27
年
目
で

す
が
、
川
本
町
で
の
勤

務
は
初
め
て
で
す
。
川
本
町
の
自
然
や

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
学
び
、
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●�

前
任
校
：
邑
南
町
立
矢
上
小
学
校

［
教
諭
］
松ま

つ
し
ま島　

紗さ
ら良

私
は
、
小
・
中
・
高
・
大

と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し

て
い
ま
し
た
。
練
習
試
合
で
何
度
も
川

本
町
に
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
昔
か
ら

知
っ
て
い
る
こ
の
町
で
教
員
デ
ビ
ュ
ー

が
で
き
る
こ
と
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

●�

新
規
採
用

［
学
校
栄
養
士
］

小お
が
わ川　

悠は
る
か

給
食
の
時
間
が
楽
し
み
に
な
る
よ
う
な

給
食
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●�

新
規
採
用

新
任
教
職
員
紹
介

新
任
教
職
員
紹
介

広 報 か わ も と  2 0 2 6 . 0 4 　14



島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

　
　

令
和
８
年
度
入
学
式

４
月
９
日
（
木
）、
島
根
中
央
高
校
第
20
期
生
70
名
が

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
入
学
し
ま
し
た
。
新
入
生
は
家
庭

ク
ラ
ブ
手
作
り
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
胸
に
、
堂
々
と
式
に
臨

み
ま
し
た
。

 

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
の
皆
様
、
来
賓
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
下
は
、
川
本
中
学
校
か
ら
の
新
入
生
の
声
で
す
。

〈
A
さ
ん
〉

い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
人
が
集
ま
っ
て
い
て
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
思
っ
て
、
中
央
高
校
を
選
び
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
人
と
話
し
て
、
勉
強
と
部
活
動
も
両
立
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
。

自
分
の
視
野
を
広
げ
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

〈
B
さ
ん
〉

勉
強
と
部
活
動
の
両
立
を
目
指
す
自
分
に
合
っ
て
い
る

環
境
だ
と
思
い
、
入
学
を
決
め
ま
し
た
。
3
年
間
の
高
校

生
活
で
自
分
を
さ
ら
に
成
長
さ
せ
、進
路
実
現
に
向
け
て
、

努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

〈
C
さ
ん
〉

地
元
で
あ
る
川
本
町
で
高
校
生
活
を
送
り
た
い
と
思
い

入
学
し
ま
し
た
。
私
は
自
分
の
将
来
に
向
け
、
こ
の
島
根

中
央
高
校
で
一
生
懸
命
勉
学
に
励
み
、
進
路
実
現
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

〈
D
さ
ん
〉

地
元
の
高
校
で
あ
る
島
根
中
央
高
校
で
勉
強
と
部
活
動

の
両
立
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
入
学
を
決
め
ま
し
た
。
高

校
で
は
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
に

向
け
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
E
さ
ん
〉

私
が
島
根
中
央
高
校
に
入
学
し
た
理
由
は
、
部
活
動
で

良
い
成
績
を
残
そ
う
と
思
っ
た
の
が
理
由
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
で
体
を
鍛
え
な
が
ら
勉
学
も
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　

対
面
式
・
部
活
動
紹
介
を

　
　

 

行
い
ま
し
た

20
期
生
70
名
が
入
学

島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

新入生代表宣誓
福田 結唯さん
（川本中出身）
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No.347
4月号
2026年

ぶっくぶっくんんだよりだより
かわもと図書館 ■TEL 0855-72-0025   ■Fax 0855-72-1061

■ 開館時間/平日9時～18時 土日9時～17時  ■ 休館日／火曜日・祝日・月末整理日・年末年始

5 月 展示テーマ 新着図書
一　般　書

児　童　書
おおきいちょうちん ちいさいちょうちん	 　

加古里子作　福音館書店
デコピンのとくべつないちにち	 　　

大谷翔平文　マイケル・ブランク文　
ファニー・リム絵　田中亜希子訳　ポプラ社

999ひきのきょうだいとカルガモちゃん	
木村研文　村上康成絵　ひさかたチャイルド

ゴリラのはなくそ	 　
たなかなおと文　ほりかわりまこ絵　あすなろ書房
モンスター・ホテルでリサイクル	 　

柏葉幸子作　高畠純絵　小峰書店
空となかよくなる 天気の写真えほん かぜ	 　

荒木健太郎文・写真・絵　金の星社刊
はっぱのうえに	 たてのひろし作　福音館書店

名前のないカフェ　
ローベルト・ゼーターラー著　浅井晶子訳　新潮社刊
ちょっと角の酒屋まで	角田光代著　オレンジページ
夜明けのハントレス	 河﨑秋子著　文藝春秋
小説 ゴルフ人間図鑑 波乱万丈編　ゴルフ人生、泣いて、笑って　

江上剛著　日刊現代
夫を亡くして　北村透谷の妻・ミナ	 　

門井慶喜著　朝日新聞出版
DANGER	 村山由佳著　新潮社刊
教場Ω 刑事・風間公規	 長岡弘樹著　小学館■ 4月23日 川本町読書の日

かわもと図書館おすすめの本を展示します。
■おかあさん、だいすき
5月 11日は母の日です。
お母さんがでてくる本を
展示します。

あそびのひろば＆えほんのじかん
5月27日（水）10：00～11：30
読み語り　移動図書館

悠邑ふるさと会館 和室場 所

一　般　書

児　童　書

■�母の日特集
母をテーマにした小説やエッセイなど展示します。
また、心も身体もリフレッシュできる本も併せて展示
します。

■�みどりを楽しもう
新緑の季節となりました。
ガーデニングや家庭菜園の本を展示します。

4月23日は川本町読書の日
4月 23日は、法律で定められた子ども読書の日です。
川本町では、この日を「川本町読書の日」としています。

小さいときから本を読む楽しさを知って
いることは、子どもが大きくなるために
とても大切なことです。子どもに読書を
勧めるだけではなく、大人にとっても子
どもの読書の大切さを考えるとき、それ
が「こどもの読書週間」です。
※（公社）読書推進運動協議会ＨＰより

２０２６ 本屋大賞決定

大賞

２位

３位

イン・ザ・メガチャーチ
朝井リョウ著　日本経済新聞出版

熟柿
佐藤正午著　KADOKAWA

PRIZE ープライズー
村山由佳著　文藝春秋

広 報 か わ も と  2 0 2 6 . 0 4 　16



詳しくは
こちら→

悠邑ふるさと会館 催し物案内Y U Y U  F U R U S A T O  H A L L  

かわもとスポーツクラブ（総合型地域スポーツクラブ）

令和８年度クラブ会員募集中！
かわもとスポーツクラブでは、現在

13 の団体が所属し川本町内で活動し
ています。

各クラブの活動に興味のある方は見
学や体験等、気軽にお越しください。

KSC NEWS 公式インスタグラム

悠邑ふるさと会館 催し物案内Y U Y U  F U R U S A T O  H A L L  

ゆうゆう名画シアター開催 「野球部員、演劇の舞台に立つ!」

宝くじ文化公演 悠邑ふるさと会館開館３０周年記念公演
「EBIKEN THE ENTERTAINMENT」公演決定！！

八女北高校野球部は甲子園出場を有力視されていたが、県大会予選の1回戦でまさ
かの逆転敗退を喫し、その責任をめぐりチーム内に不協和音が広がっていた。そん
な折、男性部員がほとんどいない演劇部の顧問から、野球部へ助っ人要請があった。
「野球だけの人間になるな」という指導理念を持つ野球部の八幡監督はこれを快諾し、
部員3人に演劇部行きの命令が下される。コンクールまで残り2カ月、反発する野
球部員、助っ人に役を奪われた演劇部員、それぞれの部員たちが反発しあう中、演
劇部OBの田川が演出家として参加する。彼らとともに舞台を作り上げていく。戸惑
う日々の中で、何かが確かに動き始める。

全米No1を手に入れたダンスパフォーマー EBIKEN（蛯名健一）がやってくる！！
世界 40カ国以上でイベントやTVでの出演。公演を行いつつ、リンクエスト株式会社
の代表として様々なパフォーミングアーティストやショーのプロデュース！
特にロボマトリックスは人間の動きを超越したEBIKEN の代名詞。目の前で繰り広げら
れるパフォーマンスをお楽しみください。
【スペシャルゲスト】UniCircle Flow　一輪車演技グループ

※宝くじの助成により、特別料金となっております。 ※前売りでの完売の場合当日券の販売はありません　※未就学児入場可能
※駐車場には限りがありますので、乗り合わせでのご来館にご協力ください。

5月30日（土）　10:00〜／14:00〜　2回上映

9月12日（土）　13:00開場　14:00開演
悠邑ふるさと会館　大ホール

一般1,000円　18歳以下500円　 未就学児無料
※学生はまげなフリーパスで入場料無料

一般:2,000円　高校生以下1,000円【全席指定】 ※当日各種500円増
前売発売日：6月27日（土）9：00～ 窓口先行販売／電話販売同日13:00～

日 時

日 時
場 所

料 金

料 金

【推奨・推薦団体】
福岡県、県教育委員会　                                   
八女市、市教育委員会                     
筑後市、市教育委員会                                            
柳川市、市教育委員会                                         
大川市、市教育委員会
みやま市、市教育委員会
大木町、町教育委員会
広川町
大牟田市、市教育委員会
鹿児島県、県教育委員会
鹿児島県高等学校野球連盟
秋田県
秋田県大仙市、市教育委員会
秋田県湯沢市、市教育委員会
秋田県高等学校文化連盟　

（公社）青少年育成秋田県民会議　                   
社会福祉法人 秋田県社会福祉協議会　                   
ＪＡあきた女性組織協議会（他多数）

● 問い合わせ：
　 悠邑ふるさと会館
　 72-0001

【悠邑ふるさと会館 臨時休館のお知らせ】
4月29日㈬、5月2日㈯〜6日㈬
皆様にはご迷惑をお掛けしますがご協力お願い致します。

図書館も休館です。本の
返却は返却BOXをご利
用ください。
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K A W A M O T O  I N F O R M A T I O N

今
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期
限
は
6
月
1
日

（
月
）で
す
。納
期
限
ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

納
税
通
知
書
と
、ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ

ば
、Q
R
コ
ー
ド
等
を
利
用
し
た
便
利
な
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
県
民
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
納
税
通
知
書
発
送
日
】5
月
1
日
（
金
）

【
納
期
限
】6
月
1
日
（
月
）

【
納
付
方
法
】　

■
ス
マ
ホ
、パ
ソ
コ
ン
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
/
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

※��

詳
し
く
は
、「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
コ
ン
ビ
ニ

■
金
融
機
関
や
県
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
な
ど

詳
し
く
は
、島
根
県
の
県
税
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
納
期
限
ま
で
の
納
税
が
難
し
い
方
へ
】

一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、申
請
に
よ
っ

て
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
島
根
県
の
県
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収
納
管
理
課

　
0
8
5
5
-29
-5
5
2
2

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
域
の
看
護

職
・求
人
施
設
の
相
談
者
を
対
象
に
、月
に
一
度
、

そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
で
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
大
田
市・川
本
町・美
郷
町・邑
南
町
地
域
の
方

【
実
施
日
時
】毎
月
第
4
水
曜
日

13
時
30
分
〜
16
時
00
分　
　
　
　

【
会
場
】ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
見
大
田

（
大
田
市
大
田
口
1
1
8
2
-1
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
見
大
田

0
8
5
4
-82
-8
6
0
9

島
根
県
県
央
保
健
所
で
は
、エ
イ
ズ
相
談
・

検
査
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
B
型
・C
型
）相
談
・

検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。相
談
・
検
査
は
無

料
・
匿
名
で
す
（
検
査
は
採
血
で
す
）。ま
た
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

【
電
話
相
談
】月
〜
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

8
時
30
分
〜
17
時
00
分

【
窓
口
】県
央
保
健
所 

医
事
・難
病
支
援
課

0
8
5
4
-84
-9
8
4
4

【
日
　
時
】

■
4
月
18
日
（
土
）

　
松
江
会
場
（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
し
ま
ね
）

■
4
月
25
日
（
土
）

　
益
田
会
場
（
益
田
市
学
習
セ
ン
タ
ー
）

【
参
加
費
】300
円

【
内
　
容
】

①
分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い 

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

　
※
遺
族
の
み
参
加
可
（
予
約
不
要
）

②
J
交
流
会
（
茶
話
会
） 

午
後
3
時
30
分
〜

　
※
遺
族
以
外
も
参
加
可
（
要
予
約
）

　
※
①
・②
の
内
容
は
各
会
場
同
様
で
す

問
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・虹  

事
務
局
（
桑
原
）

0
9
0
-4
6
9
2
-5
9
6
0

島
根
県
西
部
高
等
技
術
校
で
は
、令
和
8
年

度
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
離
職
者
等
再
就
職
訓
練
》

【
訓
練
科
名
】パ
ソ
コ
ン
・
経
理
資
格
取
得
コ
ー

ス
（
川
本
）

【
募
集
人
数
】13
名

【
応
募
資
格
】求
職
者

【
訓
練
内
容
】初
心
者
を
対
象
に
一
般
事
務
に
必

要
な
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
文
書
作
成
・
表

計
算
等
）、簿
記
等
の
実
践
的
知
識
、技
能
の
習

得
を
目
指
し
ま
す
。併
せ
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
職
業
人
と

し
て
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。

【
受
講
料
】無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代

1
万
7
5
0
0
円
程
度
、駐
車
場
代
が
月

1
2
0
0
円
、そ
の
他
資
格
取
得
に
関
す
る
費

用
が
必
要
で
す
。）

【
訓
練
期
間
】5
月
21
日（
木
）〜
9
月
18
日（
金
）

【
訓
練
会
場
】川
本
合
同
庁
舎

（
邑
智
郡
川
本
町
大
字
川
本
2
6
5
-3  

川
本

合
庁
5
階
504
会
議
室
）

【
募
集
締
切
】5
月
7
日
（
木
）ま
で

【
応
募
方
法
】お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓

口
で
相
談
の
上
、「
入
校
願
」を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
入
校
検
定
日
】5
月
12
日
（
火
）

【
検
定
会
場
】川
本
合
同
庁
舎 

5
階
501
会
議
室

【
選
抜
方
法
】面
接
試
験
お
よ
び
筆
記
試
験

（
国
語
・数
学
）

【
合
格
発
表
】5
月
14
日
（
木
）

問
島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

0
8
5
6
-22
-2
4
5
0

情じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

差さ

点て
ん

広げよう 事故ゼロかわもとの思いやり

　※（　）内は前年同月数

◇
交
通
事
故
・
違
反
発
生
状
況

（
令
和
8
年
3
月
末
）

飲酒 物損 死傷者 人身

0
（0）

3
（5）

0
（0）

0
（0）

川
本
町

0
（0）

22
（30）

0
（0）

0
（0）

川
本
町

累
計

0
（0）

29
（31）

0
（2）

0
（1）

郡
内

月
計

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
１
日
で
す
！

島
根
県
西
部
高
等
技
術
校
受
講
生
募
集

エ
イ
ズ
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
相
談
・
検
査
等
の

お
知
ら
せ

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り
亡
く
さ
れ
た
方
へ　

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
（
就
業
相
談
会
）
の

実
施
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

※日程は変更することがあります。電話にてご確認ください。
病状が出ている人はすぐに病院を受診しましょう！
( 保健所では治療できません。）

募
　
集

電
話

電
話

電
話

電
話

電
話
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くらしの情報 カレンダー 5月
日 月 火 水 木 金 土

26

3

10

17

24

31

27　

4

11

18

25

28

5

12

19

26

29

6

13

20

27

30

7

14

21

28

1　　　

8

15

22

29

2

9

16

23

30

●ゴ  ： ゴミ収集
Ａ地域�� （�木路原･日の出･上新町･中新町･下新町･元町･本町･　　

天神町･谷･市井原･長原･矢谷･芋畑･双葉･中倉･日向）
Ｂ地域 （因原･三大字･多田･久座仁･谷戸･三島･笹畑）
Ｃ地域 （西･八幡･三原･田窪･南佐木･親和･湯谷･三俣）

〔燃えるごみの収集日〕 毎週火曜日･金曜日（町内全域）
〔容器包装 プラスチックの収集日〕 毎週木曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕 毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装 紙の収集日〕 毎月第２・４水曜日（町内全域）

《4月の納税》
◆ 固定資産税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
《5月の納税》
◆ 軽自動車税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料　
※必ず納期限までに納めましょう。

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

15 日のマイナンバーカード時間外・
休日受取窓口のご利用には、前日ま
でに予約が必要です。
【予約・問】町民生活課　 72-0632　

●健： 健康相談・検診　　　●公： 公民館
●悠：悠邑ふるさと会館　　●図：図書館
●三：三原まちづくりセンター
●サ： 子育てサポートセンター
●学：学校　　　　　　　　●保：保育所
●教：教育委員会　　　　　●観：観光協会
●ド：ドクターカー巡回　
●マ：マイナンバーカード
●診：休日診療情報 10：00 ～ 16：00
��　　（変更となる場合があります）

●診 ����邑智病院　　
　  波多野診療所

●診 ����邑智病院　
　 加藤病院

●診 ����邑智病院
　 加藤病院

●診 ����邑智病院
　  河野医院

●診 �星ヶ丘クリニック　　　
多野診療所

●診 ����三上医院　　　
加藤病院

●診 ����前眼科医院　　
加藤病院

●診 ����邑智病院
　 加藤病院

●ゴ  ��カ ン・ビ ン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ(A
地域)

●ゴ  ��カ ン・ビ ン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ(C
地域)

●マ �マイナンバー
カード時間外受
取窓口（要予約）　
17:30 〜 19:00

［最終受付 18:50］

●ゴ  ��邑智クリーンセ
ンター直接搬入
(一般家庭ごみ)　
9:00～16:00

●図 ブックカフェ

憲法記念日 みどりの日

しまね家庭の日 食育の日

こどもの日 振替休日 あいさつの日
●ゴ  ��カ ン・ビ ン・新

聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ(B
地域)

●健 /●�サ   乳幼児相談
10:00～11:30　　
(悠邑ふるさと会館)

●ド ��芋畑集会所
9:00～10:00
田窪自治会館
11:00～12:00

●悠 �ゆうゆう名画
シアター



新生活応援！川本町の定期便

編集後記 令和８年度広報紙も引き続き“いつき”がお届けします。気温・景観ともに春を感じるようになり、動
物たちを道路脇で見かけるようになりました。急ですが、私の推しはタヌキです。あのキュートな短足とポテポテと音が聞
こえそうな歩き方が好きです。タヌキを轢いて絶滅させないために、皆さん夜道は安全運転でお願いします。（いつき）

川本町の人口 ※（　）は前月との増減

人
合 　　計 男 人

女 

転　入 出　生 その他 
転　出 死　亡 その他 

増
減

うち65歳以上 
うち15歳未満 
世帯数 

人

令和8年3月31日現在

※ 住民基本台帳を基にした、令和8年3月中の異動状況

（前年同期 2,915人）
（前月比　   −51人）

2,845 
1,349  （-25人）

（-26人）
1,292人

265人
1,538戸

24 人 2 人 0 人
69 人 8 人 0 人

1,496 

【問】川本町ふるさと納税 お問い合わせ窓口 74-2260（OTO-LaVo）

一度の寄附で何度も楽しめる定期便。 
毎日の食卓に欠かせないお米や食卓を彩るお肉、健康を支えるえごま

油など、必要なものを、必要なタイミングで受け取れる定期便は、 忙しい
毎日の強い味方です。ぜひ、お知り合いの方へ広めていただき、多くの方

からのふるさと納税をお待ちして
おります！

詳細はこちら

島根フィルティーズ島根フィルティーズ
72　栗本栞乃72　栗本栞乃

川本小学校・中学校 新入生が入学しました川本小学校・中学校 新入生が入学しました

故・左田野裕さんに叙位・従
じゅ
六
ろく
位
い
を伝達

昨年 12 月に亡くなられた故・
左田野裕さんに「従

じゅ
六
ろく

位
い

」が授
与され、3 月 10 日に川本町役
場において伝達式を行いました。

左田野さんは、 川本中学校校
長として学校運営に尽力される
など町の教育振興に貢献されま
した。伝達式では、野坂町長よ
り左田野裕さんの妻であるフミ
コさんへ位

い き
記が手渡されました。

4 月 9 日 ( 木 ) 小中学校で入学式があり、小学校１４人、中学校２２人の新入生が真新しい制
服に身を包み、新たな学校生活をスタートさせました。ご入学おめでとうございます。

ご入学おめでとうございます。ご入学おめでとうございます。
川本小学校川本小学校 川本中学校川本中学校
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